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いう 3 つの基本前提を抽出した．第 2 検討は，現代社会に普及する「あるがままの注意“bare 
attention”」タイプのマインドフルネスへの批判を整理し，マインドフルネスの由来となるテーラワー


















調書“ Mindful Nation UK Report ”」を議会に提






Health Interview Survey: NHIS）によると，ア
メリカでは 2012 年の段階で，約 930 万人（総人
口の約 4.1 ％）が過去 1 年間にマインドフルネス
を含む何らかの瞑想をすでに生活に取り入れてい


































































































 　この目的を達成するために，本稿では 2 段階の
検討手順を設定する（図 1 参照）． 





















 　第 2 検討で対象となるマインドフルネスとは，
国内外で広く採用されている定義「意図的に，あ
るがままの状態で今この瞬間に注意を向けること
“ paying attention in a particular way: on purpose, 







法（Mindfulness-Based Stress Reduction: 
MBSR）」と MBSR をうつ再発予防に応用して
構 築 さ れ た「 マ イ ン ド フ ル ネ ス 認 知 療 法
（Mindfulness-Based Cognit ive Therapy: 
MBCT）」が想定される． 














文，主要新聞記事， Lion’s Roar, Tricycle などの

















































































































































































































































































































































































































する．「ありのままの注意“ bare attention ”」と
総称されるこの定義は，当初 MBSR の実証研究
を促すための操作的定義として示され，後に
MBCT にも反映された（Kabat-Zinn, 1990; Segal 

























 　MBSR は 8 週間のパッケージ化されたグルー
プ・プログラム（数名から 20 名程度）で，週 1
回 2 時間半程度の講習と丸 1 日かけたリトリート





















































全体で 12 億ドル（約 1,320 億円），2022 年には約
20 億 8,000 万ドル（約 2,288 億円）を超える試算
を示す．同報告書は，1,000 を超えるマインドフ
ル ネ ス 瞑 想 を 補 助 す る ア プ リ を 開 発 し た
Headspace が 3,670 万ドル（約 4 億 370 万円）の
資金調達に成功した事実も公表している． 
 　「マクマインドフルネス“ McMindfulness ”」と
は，「マクドナルド化するマインドフルネス」を
113















魅せられていった（ 大 谷，2018；Piacenza , 
2014）．先に挙げた NHIS によると，過去 1 年間
にマインドフルネスを代替医療や健康増進のため
に用いている人種背景のうち，白人系が 82.7 ％
を占める（Morone et al., 2017）．全人口に占める






の結果から浮かび上がる（Cramer et al., 2016, 
Morone et al., 2017）． 






















する．Leonard（2016）は，“ bare attention ”タ
イプとして臨床応用されるマインドフルネスを








ング（Mindfulness-Based Mind Fitness Training: 



















社員全体（約 5 万名）の 1/4，約 12,500 名がマイ
ンドフルネスのプログラムを受講した結果，一人



















































Thomas Williams Rhys Davids（1843 ― 1922） が
パーリ経典の翻訳に従事する中で定着させたとさ
れる（Wilson, 2014）．特に，パーリ経典経蔵中
部第 10 経に収められている「念処経“ Satipatthana 

























 4.3.1．「“共に在る”価値の内在化」と  sati 














 sati をとらえる必要性を強調する． 



















的にバランスよく行うことが  sati の本質といえ





















































 4.3.2．「内省の体現化」と  sati 
 　 sati の 働 き の 中 に，「 防 御 機 能（protective 
function）」と「内省機能（prospective function）」
がパーリ経典に詳述されていることを指摘する研
























「正念」（パーリ語で“ samma sati ”，英語では
“ right mindfulness ”）の機能のみを抜き出し，倫
理性を薄めて成立したものが現代のマインドフル
ネスといわれる（大谷，2018）． 




























する“ bare attention ”タイプのマインドフルネ
117































 4.3.3．「“共に在る”心性の涵養」と  sati 
4.3.3.1．「融合感」を醸成する sati
 　「念処経“ Satipatthana Sutta ”」における念処









「 sati と upatthana の結びつけ方で，マインドフ
ルネスこそが世話すること，ケアすることである」
（p. 62）という解釈が成り立つと述べている．換








































れることが報告されている（Farb et al., 2007; 


















































 　さらに  sati がもたらす「共に在る」心性は，児

















































 　MBSR では慈悲瞑想は行われるが，8 週中で第
7 週目に 1 回のみ実践されるだけで，プログラム
全体における慈悲瞑想の位置づけは曖昧さを残
す．MBCT では慈悲瞑想は行われない．実際，









 　一方で，慈悲瞑想は，たとえ 1 回の試行でも潜
在的な民族やジェンダーへの偏見を弱めることが
心理学実験によって実証されている（Kang et 

















 　以上，2 方向による検討結果は，図 2 として表















 　本稿は，第 1 の検討として近年のソーシャル
ワークの価値をめぐる議論を整理し，第 2 の検討
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た批判に言及しながら，“ bare attention ”タイプ
では接近すらできない，差別や搾取の現実にさら
されるマイノリティの人々からの新たなマインド
フルネスの提示である（Berila, 2016; King, 2018; 
Magee, 2016; Yang, 2018）．それは「参加型マイ
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Towards the construction of mindfulness that leads to 
the embodiment of social work value systems
Satoshi Ikeno
School of Human Welfare Studies, Kwansei Gakuin University
　 The purpose of this study is to shed light on the ways of transforming the current secular mindfulness 
into an approach that can embody the value of social work.  This objective was achieved through two 
review processes.  First, the current debates over the value of social work were elucidated.  Referring to 
the concept of “ethics of care,” this review presented the crucial aspect of value which stresses the 
importance of being with and being respectful to socially excluded people.
　 The first review eventually extracted the following three basic assumptions for the embodiment of 
value: “the internalization of the value of fully being with,” “the embodiment of introspection,” and “the 
cultivation of compassion for fully being with.”  In the second review, based on the criticism of the “bare 
attention” type of mindfulness, the process of revising the current mindfulness was explored in order to 
substantiate these three assumptions.  This exploration was guided by referring to the meaning of sati in 
Pali, the original term for mindfulness described in the scriptures of Theravada Buddhism.
　 Finally, this study addressed the future implications of the concrete design of revised mindfulness, the 
consideration of risk care, and the need for mindfulness teachers’ training programs.
Key words: social work, value, self-determination, mindfulness, meditation
